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資本的収支
収　入 155 万円

企業債 0 円
補助金 0 円
他会計出資金 0 円
奨学金貸付金 155 万円

支　出 1 億 9,473 万円
建設改良費　　　        3,365 万円
企業債償還金　　     　  　  1 億 3,938 万円
奨学金貸付金 2,170 万円

 収支差額　　　　　　           △ 1 億 9,318 万円

貸借対照表
固定資産 23 億 7,633 万円 負債

固定負債
流動負債
繰延収益

33 億 8,427 万円
21 億 6,359 万円
11 億 8,531 万円

3,537 万円
流動資産 16 億 6,108 万円 資本

資本金
剰余金

6 億 5,314 万円
14 億 4,338 万円

△ 7 億 9,024 万円

資産合計 40 億 3,741 万円 負債・資本合計 40 億 3,741 万円

収益的収支

収支差額　1 億 4,291 万円

　「第二期荒尾市民病院中期経営計画」を基に事
業を進めてきました。具体的には次のような改善
に取り組みました。
●常勤医師確保（8人増加、うち基幹型研修医4人）
●診療技術部員確保（4 人増加）
●医学生・看護学生奨学金制度の活用
　病院事業の収益的収支は、単年度収支で 1 億
4,291 万円の純利益により、黒字決算となりま
した。機器などの整備は、X 線骨密度測定装置、
2D 内視鏡カメラシステム、一般 X 線撮影間接変
換 FPD 装置、下肢牽引機能付き汎用手術台、プ
ラズマガス滅菌器などの導入、更新を行いました。
　今後も、急性期医療を中心に、安心・安全な医
療を提供するとともに、地域医療を支え続けるた
めにも、経営の安定化を図ります。

資本的収支
収入 5 億 3,038 万円

企業債 5 億 370 万円
補助金 0 万円
他会計出資金 2,548 万円
奨学金貸付金 120 万円

支出 8 億 4,614 万円
建設改良費 5 億 2,249 万円
企業債償還金 2 億 8,195 万円
奨学金貸付金 4,170 万円

収支差額 △ 3 億 1,576 万円

病院事業会計の財政状況をお知らせします

収支差額　6 億 2,574 万円

患者数の状況　　　　　　　　　 
区分　　　　　　年度 H29 年度 H30 年度 R1年度

入
院

延患者数 40,618 人 41,922 人 40,478 人
1 日平均患者数 222 人 229 人 221 人

病床利用率 81.0% 83.6% 80.7%
平均在院日数 15.4 日 14.9 日 14.9 日

外
来

延患者数 43,396 人 42,576 人 42,479 人
1 日平均患者数 350 人 343 人 351 人

平成 30 年度決算の概要
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業務の状況

給与費

35 億
9,584 万円

59%
材料費

12 億
4,004 万円

20%

経費 13%
7 億
9,432 万円

減価償却費 4%
2 億 6,383 万円

その他 4%
2 億 3,904 万円

医業収益 95%
59 億 6,759 万円

医業外収益 4%
3 億 646 万円

193 万円
特別利益 1%

収益的収支

給与費
15 億
1,570 万円

56%

材料費

6 億
436 万円

22%

16%
4 億
4,721 万円

経費

減価償却費 5%
1 億 2,585 万円

その他 1%
1,807 万円

医業収益 91%
30 億 4,957 万円

医業外収益 8%
2 億 8,639 万円

97 万円
特別利益 1%

荒尾市マスコットキャラクター
　　　「マジャッキー」

～ 看護師・助産師・薬剤師・看護補助者　随時募集中 ～
詳しくは荒尾市民病院ホームページをご覧ください　問市民病院　☎ 63-1115

荒尾市民病院 Arao Municipal Hospital
市民を愛する  市民に愛される   病院へ

Informations

新
年
の
ご
あ
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さ
つ
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事
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者

大お
お
し
ま嶋
壽ひ

さ
み海

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
中
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
本
院
に

対
し
温
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
べ

く
安
全
で
安
心
な
質
の
高
い

医
療
を
提
供
し
て
い
く
所
存

で
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

荒
尾
市
唯
一
の
急
性
期
病

院
で
あ
る
本
院
は
、
病
院
理

念
「
荒
尾
市
民
病
院
は
地
域

住
民
の
健
康
の
維
持
・
増
進

に
努
め
、
患
者
中
心
の
安
全

で
質
の
高
い
医
療
の
提
供
を

目
指
し
ま
す
。」
を
掲
げ
、
患

者
目
線
に
立
ち
、
患
者
と
と

も
に
病
に
立
ち
向
か
う
「
患

者
中
心
の
医
療
」
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

で
発
生
し
た
病
気
は
地
域
で

治
す
「
地
域
完
結
型
医
療
」

を
目
指
し
尽
力
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
城
北
地
域
唯
一
の

国
指
定
の
「
地
域
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
」、
県
か
ら
は

「
脳
卒
中
急
性
期
拠
点
病
院
」

「
心
筋
梗
塞
急
性
期
拠
点
病

院
」
の
指
定
を
受
け
て
お
り

ま
す
。
地
域
医
療
支
援
病
院
、

基
幹
型
研
修
病
院
の
認
可
も

受
け
て
お
り
、
現
在
、
本
院

に
は
基
幹
型
研
修
医
8
人
、

協
力
型
研
修
医
2
人
、
計
10

人
が
初
期
研
修
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。 

4
月
に
は
基
幹
型

研
修
医
は
10
人
に
な
る
予
定

で
す
。

　

本
院
は
救
急
専
門
医
を
2

人
、 

救
急
外
来
に
配
置
し
、
救

急
医
療
の
充
実
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。
救
急
外
来
に
80
列

の
Ｃ
Ｔ
を
設
置
し
、
救
急
の

現
場
で
素
早
い
Ｃ
Ｔ
撮
影
と

迅
速
な
診
断
、 

加
療
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
救
急
外

来
の
背
後
に
有
明
地
域
で
唯

一
の
Ｈ
Ｃ
Ｕ
病
床
を
有
し
、 

重

症
患
者
の
受
け
入
れ
に
寄
与

し
て
い
ま
す
。

　

本
院
の
新
築
に
つ
き
ま
し

て
は
、 

基
本
設
計
を
終
え
、
本

年
は
施
工
予
定
者
を
公
募
（
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
）
し
、 

実
施
設
計

に
移
る
予
定
で
す
。
設
計
テ
ー

マ
は
「
有
明
医
療
圏
の
中
核

病
院
と
し
て
機
能
を
果
た
せ

る
医
療
拠
点
の
実
現
と
、
安

全
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供

し
、
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ

る
病
院
の
実
現
」
で
す
。

　

本
年
も
荒
尾
市
唯
一
の
急

性
期
中
核
病
院
と
し
て
、「
い

い
病
院
づ
く
り
」
に
励
み
ま

す
。

【心臓病教室】
●日時　1 月 16 日㈭　午後 3 時～ 4 時
●テーマ　「認知症」
●講師　脳神経内科医師
問中央病棟 2 階　☎ 63-1115

事前申込不要、参加費無料、場所は地域医療研修センター
（市民病院・外来病棟４階）です。お気軽にご参加ください。健康教室に参加しませんか

【市民公開講座】
●日時　1 月 22 日㈬　午後 3 時～ 4 時
●テーマ　「糖質を減らす食事と減塩食について」
●講師　栄養科管理栄養士　古

こ が

賀愛
あ い

問総務課総務係　☎ 63-1115
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